
2000年の中国経済～8年ぶりに前年を上回る成長～

中国の2000年の国内総生産（GDP）は、積極的な内需拡

大政策、財政政策、通貨安定政策など一連の政策が効を奏

し、初の1兆ドル突破となった。経済成長率は8.0％を記録

し、8年ぶりに前年（7.1％）を上回る結果となった。これ

によって、第9次五ヵ年計画期（1996-2000年）の年平均

GDP成長率は8.3％となり、目標であった8.0％を上回った。

成長率を産業別にみてみよう。第一次産業は、作付面積の

調整・減少に加え、旱魃の被害により食糧生産量が前年比

9％減となったことを受け、前年を0.6ポイント下回る2.2％

に留まった。一方、第二次産業は鉱工業の伸びを中心に

9.6％の成長を遂げた。中でも国有及び国有持株企業の伸

びが10.1％を記録し、94年以降初の二桁台の伸び率となっ

たことは注目される。また内需拡大やインフラ建設への投

資増により、重工業生産が加速し、工業生産全体を牽引す

る形となったことも特徴の一つである。第三次産業は観光

業や不動産業の伸びを中心に、前年比7.8％増となった。

固定資産投資は住宅建設など不動産開発投資の高い伸び

（19.5％）に支えられ回復基調を持続し、年間の伸び率は

9.3％であった。地区別にみると西部開発戦略により、西部地

区への投資が14.4％増と加速した（東部8.3％、中部13.8％）。

消費の動向を示す社会消費品小売総額では、政府の各

種消費刺激策により、都市部の伸びを中心に、前年比

9.7％増となった。また商品小売物価は▲1.5％、サービス

も含めた消費者物価では0.4％のプラスの伸びを記し、デ

フレは収束傾向に向かった。サービス価格が上昇している

ほか、国際石油価格の値上がりを受けて、エネルギー・原

材料・工業製品などの価格も上昇した。

中国の輸出入総額は、欧米経済の安定とアジア周辺国の

本格的な景気回復及び輸出振興策などにより、前年比

31.5％増の4,743億ドルを記録した。これにより中国の対

外貿易世界ランキングは、前年から順位を一つ上げ第8位

となった。外資の利用状況も好転した。直接投資実行額は

4.7億ドルで前年比1.0％増となった。また外貨準備高は

1,656億ドルで年初から109億ドルの増加であった。

当面の課題と今後の展望

2000年の中国経済は良好に推移し、基本的に目標を達成

した。しかし以下のような課題も残っている。企業再編や

人員削減の効果により国有企業の業績は急速に改善した

が、一方でレイオフ労働者の再就職や社会保障制度の整備

が大きな課題となっている。これに行政改革に伴う人員削

減が加わり、更なる失業者の増大を招いている。また、農

村と都市部との収入格差拡大による社会不安も懸念されて

いる。さらに、金融改革が進展する中で、不良債権、ノン

バンク処理の問題もある。加えて2000年に見込まれていた

WTO加盟が2001年にずれ込んでおり、早期加盟に向けた

国内の体制整備が急がれている。

こうした中、3月5日に開幕した第9期全国人民代表大会

（全人代）第4回会議で朱鎔基首相は、投資増大と消費刺激

に向けて、今年も積極財政をとる方針を示した。また、農

村収入の向上を目指し、農業改革の推進・農業発展の支援

を経済政策の優先課題に位置付けた。さらにWTO加盟に向

けてWTO規則に合致しない法規の廃止・修正が行われる。

注目を集めている西部開発では「西電東送」（西の電気

を東に送る）、「西気東輸」（西のガスを東に送る）などの

大型プロジェクトに着手する。こうした西部開発を中心と

するインフラ支出の資金調達のために、今年は昨年を上回

る1,500億元の長期国債を発行する方針である。

（ERINA調査研究部研究員　川村和美）
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